
年
金
者
組
合
加
入
の
全
労

連
共
済
は
と
っ
て
も
お
得
、

「
小
さ
な
掛
け
金
で
大
き
な

保
障
」
が
得
ら
れ
ま
す
。

「
助
け
あ
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
」

の
利
用
か
ら
「
お
墓
」
ま
で

あ
り
ま
す
。

全
労
連
共
済
は
、
「
仲
間

の
助
け
合
い
」
が
目
的
で
す
。

民
間
保
険
は
掛
け
金
に
対
す

る
保
障
率
が
20
〜
30
％
で
す

が
全
労
連
共
済
は
70
％
で
す
。

宣
伝
費
や
人
件
費
を
極
力
お

さ
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

◎
個
人
で
加
入
で
き
る
保
険

①
「
火
災
共
済
」

火
災
共
済
金
、
風
水
害
等

共
済
金
、
持
ち
出
し
家
財
等

共
済
金
、
諸
費
用
共
済
（
失

火
見
舞
、
漏
水
見
舞
、
修
理
）
、

風
呂
の
空
焚
き
見
舞
金
な
ど

で
す
。

・
1
口
（
最
高
10
万
円
保
障
）

あ
た
り
の
掛
け
金

木
造
、

簡
易
住
宅
は
年
額
60
円
・
鉄

筋
は
年
額
30
円
）

・
建
物
の
最
高
限
度
額

３
百
口

３
千
万
円

・
家
財
の
最
高
限
度
額

150
口
１
千
５
百
万
円

②
「
交
通
災
害
共
済
」

交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
、

身
体
障
害
、
入
院
、
実
通
院

に
対
す
る
保
障
制
度
で
す
。

・
１
口

月
掛
百
円

５
口

ま
で
家
族
も
は
い
れ
ま
す
。

・
１
口
あ
た
り
の
給
付
は
死

亡
の
場
合
２
百
万
円
で
す
。

③
「
自
転
車
共
済
」

自
転
車
事
故
は
も
ち
ろ
ん

賠
償
責
任
も
保
障
Ａ
家
族
型

と
Ｂ
個
人
型
が
あ
り
ま
す
。

家
族
型
は
ご
家
族
全
員
の
自

転
車
に
よ
る
障
害
を
保
障

・
年
間
保
険
料

Ａ
型

３
千
３
百
円

Ｂ
型

２
千
円

・
ケ
ガ
通
院
１
日
１
千
円

・
ケ
ガ
入
院
１
日
２
千
円

・
年
齢
制
限
80
歳
未
満

・
募
集
は
年
に
一
度
、
毎
年

５
月
末
日
締
め
切
り

④
「
行
事
ス
ポ
ッ
ト
保
険
」

組
合
行
事
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
・
国
内
、
海
外
旅
行

に
組
合
員
と
家
族
が
利
用
で

き
ま
す
。

・
日
帰
り
（
Ａ
行
事
）
の
場

合

1
人
・
保
険
料
20
円
で

ケ
ガ
通
院
1
日
千
5
百
円

ケ
ガ
入
院
1
日
3
千
円

⑤
「
助
け
あ
い
介
護
サ
ー
ビ

ス
」組

合

員
と
三

親
等
以

内
の
親

族
が
対

象
で
、
介
護
保
険
の
「
要
介

護
認
定
」
を
受
け
て
福
祉
用

具
を
利
用
す
る
際
に
、
自
己

負
担
の
利
用
料
を
助
成
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

介
護
保
険
が
適
用
さ
れ
る
福

祉
用
具
に
は

特
殊
寝
台

（
電
動
ベ
ッ
ト
）
介
護
マ
ッ

ト
車
椅
子
・
歩
行
器
・
認
知

症
老
人
徘
徊
感
知
器
な
ど
12

種
目
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
た
な
掛
け
金
負
担
な

し
、
安
心
し
て
福
祉
用
具
が

使
え
ま
す
。

ま
ず
は
、
ご
相
談
下
さ
い
。

相
談
窓
口

０
１
２
０
ー
１

１
８
ー
３
５
８

⑥
「
共
同
墓
所
」

県
本
部
20
周
年
記
念
事
業

で
11
年
11
月
共
同
墓
所
が
完

成
し
ま
し
た
。
相
模
湾
と
富

士
山
を
眺
め
る
風
光
明
媚
な

場
所
で
す
。

組
合
員
と
そ
の
家
族
の
霊

を
慰
め
将
来
に
わ
た
り
お
守

り
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

住
所
は
横
須
賀
市
長
坂
４
ー

15
ー
20

財
団
法
人
や
す
ら

ぎ
の
里
「
南
葉
山
霊
園
」

納
骨
・
刻
銘
1
人
20
万
円

刻
銘
の
み
１
人
５
万
円

年
2
回
、
春
と
秋
に
慰
霊
祭

を
行
い
ま
す
。

原
則
と
し
て
年
金
者
組
合

の
組
合
員
お
よ
び
家
族
で
生

前
予
約
制
で
す
。

申
し
込
み
は
「
申
込
用
紙
」

で
県
本
部
へ
提
出
し
、
会
費

を
「
所
定
の
郵
便
払
込
用
紙
」

に
て
振
り
込
め
ば
完
了
で
す
。

そ
の
後
の
墓
地
管
理
等
の
小

口
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
組
合
で
加
入
す
る
保
険

①
「
労
働
組
合
活
動
事
故
見

舞
共
済
」

国
内
で
組
合
活
動
中
の
交

通
事
故
に
よ
る
死
亡
・
身
体

障
害
・
入
院
・
実
通
院
に
対

し
て
共
済
金
が
払
わ
れ
る
制

度
で
す
。
鎌
倉
支
部
の
執
行

委
員
は
全
員
が
加
入
し
て
い

ま
す
。

1
人
当
た
り
年
掛
金

１
千
２
百
円

ケ
ガ
通
院
1
日
２
千
５
百
円

ケ
ガ
入
院
1
日
５
千
円

鎌
倉
支
部
で
は
今
ま
で
に
、

火
災
共
済
（
住
宅
・
家
財
）
、

交
通
災
害
共
済
、
自
転
車
保

険
自
動
車
共
済
、
行
事
ス
ポ
ッ

ト
保
険
、
介
護
用
福
祉
器
具

の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
、
労
働
組
合
活
動
事

故
見
舞
共
済
が
2
件
、
行
事

ス
ポ
ッ
ト
保
険
で
１
件
あ
り
、

「
給
付
金
が
出
る
な
ん
て
」

と
驚
い
て
い
ま
す
。

ま
た
介
護
用
の
ベ
ッ
ト
と
車

椅
子
の

利
用
も

あ
り
ま

し
た
。

そ
れ
ぞ

れ
の
保

険
の
詳

し
い
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

の
で
お
近
く
の
組
合
役
員
か

共
済
担
当
の
吉
原
（
45
‐
３

９
５
７
）
ま
で
お
申
し
出
下

さ
い
。
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英
国
の
医
学
誌
ラ
ン
セ
ッ

ト
の
日
本
特
集
号
に
『
日
本

は
医
療
、
保
険
の
成
果
に
よ

り
、
長
寿
だ
け
で
な
く
元
気

な
高
齢
世
代
を
大
量
に
出
現

さ
せ
た
。
他
の
先
進
国
で
は

過
去
20
年
間
の
平
均
余
命
の

延
長
率
は
停
滞
し
て
い
る
が
、

日
本
は
例
外
的
に
改
善
さ
れ

て
い
る
』
と
記
さ
れ
て
い
る

▼
２
０
１
５
年
に
は
日
本
人

の
４
人
に
１
人
が
65
歳
以
上

と
な
り
、
総
数
は
３
千
万
人

を
超
す
。
人
生
90
年
時
代
を

迎
え
、
定
年
後
、
趣
味
や
旅

行
に
明
け
暮
れ
て
、
支
え
ら

れ
る
立
場
に
甘
ん
じ
て
は
い

ら
れ
な
い
と
考
え
る
高
齢
新

人
類
が
増
え
て
い
る
▼
社
会

活
動
に
参
加
し
た
い
高
齢
者

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
求
め

て
い
る
団
体
を
結
び
つ
け
る

仕
組
み
の
構
築
が
急
が
れ
る

▼
教
育
、
福
祉
、
環
境
、
地

域
お
こ
し
な
ど
、
高
齢
者
の

豊
か
な
人
生
経
験
を
必
要
と

す
る
仕
事
は
沢
山
あ
る
は
ず

だ
。
支
え
る
側
に
立
っ
て
自

分
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
に
つ
な

が
る
と
思
う
。
（
和
）

◎
消
費
税
に
よ
ら
な
い
最
低

保
障
年
金
制
度
を
実
現
さ
せ

よ
う

◎
不
公
平
な
く
移
行
で
き
る

2
階
建
て
の
最
低
保
障
年
金

を◎
無
年
金
・
低
年
金
者
も
最

低
年
金
を

ホームページ 鎌倉・年金の仲間＆http://nenkin-kamakura.sakura.ne.jp

全
労
連
共
済
は
と
て
も
お
得

＝
今
が
チ
ャ
ン
ス
保
険
の
見
直
し
＝

新
年
度
に
向
け
て

保
険
の
見
直
し
を

さ
ら
に
充
実
を
求

め
て

１
・
２
・
３
月
生
ま
れ

の
お
誕
生
祝
い
と
新

人
会
員
歓
迎
会
を
兼

ね
た
親
睦
会
で
す
。

ワ
イ
ワ
イ
お
し
ゃ

べ
り
し
て
、
食
べ
て
、

飲
ん
で
、
歌
っ
て
、

朗
読
を
聞
い
て
楽
し

い
時
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時

3
月
27
日
（
水
）

13
時
〜
15
時
30
分

場
所

新
富
会
館

（
大
船
駅
大
踏
切
そ

ば
）

参
加
費
１
０
０
０
円

申
込
問
合
せ
先

吉
原
45
‐
３
９
５
７

山
内
44
‐
２
０
５
５

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

楽
し
い
ひ
と
と
き



３
回
目
の
「
ス
ト
ッ
プ
原

発
大
船
パ
レ
ー
ド
」
の
３
月

10
日
、
出
発
地
に
な
っ
て
い

る
「
対
話
の
広
場
」
に
は
時

間
前
か
ら
手
作
り
の
プ
ラ
カ
ー

ド
、
ギ
タ
ー
、
Ｃ
Ｄ
の
再
生
、

マ
ラ
カ
ス
、
タ
ン
バ
リ
ン
、

ラ
ッ
パ
な
ど
を
持
っ
た
参
加

者
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
「
パ
レ
ー
ド
」

を
楽
し
ん
じ
ゃ
お
う
と
い
う

雰
囲
気
。
午
後
２
時
、
大
船

警
察
署
の
パ
ト
カ
ー
の
先
導

と
、
警
官
も
一
緒
に
な
っ
て

出
発
。

大
船
の
商
店
街
を
「
ス
ト
ッ

プ
原
発
」
「
再
稼
働
反
対
」

「
子
供
を
守
れ
」
と
声
を
合

わ
せ
て
パ
レ
ー
ド
。

沿
道
の
人
や
商
店
の
人
の

声
援
を
受
け
て
行
進
し
、
40

分
後
に
出
発
地
に
戻
り
ま
し

た
。
こ
の
パ
レ
ー
ド
の
参
加

者
は
約
50
人
で
し
た
。

大
船
・
９
条
の
会
第
２
回

パ
ネ
ル
ト
ー
ク
「
い
ま

フ

ク
シ
マ
を
話
そ
う
」
と
い
う

会
が
レ
イ
ウ
エ
ル
鎌
倉
で
、

２
月
24
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

仲
築
間
卓
蔵
さ
ん
は
、

「
原
発
と
憲
法
９
条
と
テ
レ

ビ
」
と
題
し
て
原
発
と
核
兵

器
の
保
有
、
憲
法
改
悪
が
深

く
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
、

ま
た
重
要
な
法
案
が
国
会
に

提
案
さ
れ
る
と
メ
デ
ィ
ア
は

必
ず
、
国
民
の
目
を
そ
ら
さ

せ
る
報
道
を
行
う
と
豊
富
な

例
を
引
き
講
演
し
ま
し
た
。

玉
縄
の
鈴
木
さ
ん
は
、
故

郷
の
浪
江
町
に
兄
弟
と
と
も

に
一
時
帰
宅
し
た
時
の
様
子

を
数
多
く
の
写
真
で
紹
介
し

ま
し
た
。
上
町
屋
の
山
岸
さ

ん
は
放
射
能
の
線
量
が
高
く

て
故
郷
の
富
岡
町
に
帰
れ
な

い
、
両
親
の
お
墓
参
り
も
で

き
な
い
と
話
し
ま
し
た
。
福

島
の
保
育
園
に
お
米
と
水
を

届
け
に
行
っ
た
横
田
さ
ん
は

被
災
地
の
写
真
を
紹
介
し
、

通
常
の
暮
ら
し
が
出
来
な
く

な
っ
て
い
る
子
供
の
心
が
心

配
だ
と
報
告
し
ま
し
た
。
石

巻
へ
復
旧
支
援
に
行
っ
た
小

田
嶋
さ
ん
、
福
島
さ
ん
は
現

地
の
様
子
を
話
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
発
言
に
共
通
し
て

い
た
の
は
「
原
発
は
絶
対
に

許
せ
な
い
」
「
ま
だ
被
災
地

は
復
旧
し
て
い
な
い
、
政
府

と
東
電
は
も
っ
と
も
っ
と
力

を
注
が
な
け
れ
ば
だ
め
だ
」

と
言
う
怒
り
で
し
た
。

約
40
人
の
参
加
で
し
た
。

中
国
で
は
歯
科
医
師
で
日

本
で
は
歯
科
衛
生
士
の
李
一

紅
さ
ん
が
講
師
で
す
。

中
国
も
近
年
老
人
が
急
増

し
て
い
る
。
80
年
に
一
人
っ

子
政
策
が
実
施
さ
れ
、
結
果

1
人
の
子
に
対
し
て
４
人
の

両
親
の
出
現
。
医
療
と
生
活

水
準
の
向
上
で
男
性
は
71
歳
、

女
性
は
75
歳
ま
で
生
き
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
国
の

都
市
部
と
農
村
部
の
医
療
・

教
育
水
準
に
は
大
き
な
格
差

が
あ
る
。
中
央
政
府
は
こ
の

状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
①

都
市
の
医
師
は
定
年
退
職
後
、

農
村
部
の
医
院
に
勤
務
す
る

義
務
。
②
入
学
試
験
（
医
学

部
）
の
点
数
を
下
げ
、
卒
業

後
は
農
村
部
に
勤
務
す
る
。

③
中
国
は
人
口
も
生
産
性
も

問
題
が
山
積
し
て
い
る
が
老

人
を
大
切
か
つ
尊
重
す
る
な

ど
の
政
策
を
打
ち
出
し
て
い

く
と
の
こ
と
で
し
た
。

今
年
の
タ
イ
ト
ル
は
消
費

税
増
税
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
・
社

会
保
障
改
悪
…
ヘ
ビ
ー
な
問

題
が
山
積
の
３
・
13
鎌
倉
市

民
集
会
。
年
金
者
組
合
も
実

行
団
体
に
加
盟
し
、
当
日
は

司
会
を
担
当
、
コ
ン
ト
「
お

金
は
ど
こ
へ
い
っ
た
」
に
出

場
し
ま
し
た
。
ぶ
っ
付
け
本

番
の
舞
台
で
し
た
が
、
風
刺

の
聞
い
た
台
本
に
拍
手
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
請

願
書
を
拍
手
で
採
択
、
デ
モ

に
移
り
ま
し
た
。
集
会
会
場

の
商
工
会
議
所
か
ら
鎌
倉
駅

を
ぐ
る
り
と
ひ
と
ま
わ
り
し

て
鎌
倉
税
務
署
ま
で
行
進
し

ま
し
た
。
沿
道
か
ら
は
手
を

振
る
人
も
い
て
、
ア
ピ
ー
ル

満
点
で
し
た
。
年
金
者
組
合

か
ら
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
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重
要
な
法
案
が
国
会

に
提
案
さ
れ
る
と

メ
デ
ィ
ア
は
国
民
の
目
を

そ
ら
せ
る
報
道
を
行
う
。

何
と
な
く
感
じ
て
い
た
け

れ
ど
、
改
め
て
報
道
へ
の

見
方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

毎
年
こ
の
時
季
に
咲

く
レ
ン
ギ
ョ
ウ
、

コ
ブ
シ
、
モ
ク
レ
ン
…
。

そ
し
て
今
は
散
っ
て
ゆ
く

玉
縄
桜
。
観
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
も
せ
ず
咲
く
花
た

ち
。
故
郷
の
夜
の
森
の
桜

も
も
う
す
ぐ
咲
く
ね
。

編
集
後
記

木
の
芽
ど
き

内

田

秀

子

草

若

葉

ひ

と

り

の

暮

ら

し

定

ま

り

ぬ

お
か
っ
ぱ
の
少
女
に
ぎ
や
か
木
の
芽
ど
き

桜

烏

賊

背

な

の

赤

子

の

目

が

笑

い

俳 句

右
脚
に
帯
状
疱
疹
が
出
来
て
も
う

一
年
以
上
経
つ
の
に
い
ま
だ
に
治
ら

な
い
。
右
脚
を
か
ば
っ
て

い
る
う
ち
に
左
脚
も
痛
く

な
り
、
い
ま
で
は
杖
が
必

要
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
思
い
切
っ
て
近
く
に

あ
る
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
に
通
い
は
じ
め
、
週

一
回
、
二
カ
月
ほ
ど
経
つ
。
身
体
が
ナ
マ
っ
て

い
た
せ
い
か
、
二
、
三
日
は
身
体
が
痛
く
な
っ

て
困
っ
た
が
、
こ
の
頃
は
そ
う
い
う
こ
と
も
な

く
な
っ
た
。

年
金
ニ
ュ
ー
ス
に
の
せ
て
い
る
拙
い
俳
句
で

頭
を
使
い
、
身
体
も
リ
ハ
ビ
リ
で
元
気
に
な
っ

て
、
社
会
の
出
来
事
に
も
気
を
配
る
。
「
年
を

と
っ
た
っ
て
前
向
き
で
な
く
ち
ゃ
」
と
、
今
は

か
な
り
良
い
気
分
な
の
で
あ
る
。

＝たすきリレー＝
岩瀬在住 内田秀子さん

ス
ト
ッ
プ
原
発
・
ワ
ン
ち
ゃ
ん
も
一
緒
ダ
ヨ

３
回
目
の
大
船
パ
レ
ー
ド

パソコン無料体験教室開催
日時 3月26日(火)10：00～11：45、13：00～14：45
対象 ﾊﾟｿｺﾝに興味がある方、ﾊﾟｿｺﾝを始めたい方。
定員 先着10人（午前午後とも）
講師 藤原久江さんNPOｾﾝﾀｰ鎌倉ﾊﾟｿｺﾝ教室講師
主催 年金者組合鎌倉支部
共催 NPOセンター鎌倉
申込先 福島0467-46-5028 吉原0467-45-3957

い
ま

フ
ク
シ
マ
を
話
そ
う

被
災
地
は
復
旧
し
て
い
な
い
！

ふるさと冨岡について話す山岸さん

年
金
問
題
学
習
会
・
特
別
編
第
２
弾

中
国
市
民
の

暮
ら
し
と

老
後
の
生
活

鳴り物入りで大船のまちを歩きました

重
要
な
問
題
山
積
の
３
・
13
集
会

お
金
は
ど
こ
へ
い
っ
た
！

講師の李一紅さん（3/13）

プラチナ卓球
日時 4月2・9・16・23・30日

19時～21時 (毎火)
場所 大船中学校体育館
朗読の会
日時 4月9・23日（第2・4火）

13時～15時30分
場所 老人保健施設かまくら
麻雀サークル
日時 不定期、完全予約制
場所 DIKマンション１Ｆ
問合せ先 46-3919

カラオケサークル
日時 4月11日(第2木)13時～17時
場所 カラオケムーン大船店
郡上おどりを踊る会
日時 4月6・20日(第1・3土)

13時30分～15時30分
場所 手広西公会堂
※掲載以外のサークルの日程はそれぞれ
のチラシをご覧下さい。

サークル4月のご案内


